


 

Ⅰ.女子小,中学生における無症候性細菌尿 

 千葉県夷隅郡および勝浦市の女子中学生を対象に 4年間にわたり行われた無

症候性細菌尿調査の結果を紹介した。検出率は 0.15～0.19%で,小学生で高率

(0.15～0.25%)に検出された。有意義な細菌尿を有した 30 名中 6名は治療を行

ったにも拘らず1.5年ないし観察全期間にわたり細菌尿が検出された。その70%

に尿路 X線造影で異常が認められ,発熱,失禁などの訴えがあった。他の 8名は

6 カ月～1 年間にわたり細菌尿が検出され,50%に尿路造影で異常が認められた

が,訴えをもったものは少なかった。分離菌は 1名の他はすべて大腸菌であり,

半数のものは膿尿を有したが蛋白尿は全例で陰性であった。 
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